
【はじめに】心房中隔脂肪性肥大（LHAS）は比較的まれ
な疾患で，高齢者や肥満者にみられるとされ，体重と心房

中隔の厚さの関係も報告されている。そこで，我々は心房

中隔の厚さを計測し，性別，年齢，左房容積，BMI等と比
較し，若干の知見を得たので報告する．【対象と方法】

GEヘルスケアジャパン社製超音波装置 Vivid E95を使用し，
心窩部四腔断面より心房中隔が最も伸展する収縮末期に心

房中隔厚（IAST）を計測した．心房中隔の 4か所を計測し，
最も厚く計測された部分を IASTとした．対象は当院で
2021年 2月 17日～2021年 11月 9日に経胸壁心エコー検査
を実施し，心窩部四腔断面が明瞭に描出された 113名（女
性 59名，男性 54名）で，心臓術後例と IASが 19.2mmと
肥厚し LHASが疑われた 1例を除外した．対象者の年齢は
41歳～97歳（78.76±10.96歳）であった．【結果と考察】
IASTは 5.67±1.25mm，IAST/BSAは 4.00±0.89mm/m2，左

房容積係数は 48.25±17.71ml/m2，BMIは 23.23±3.54であ
った．性別では，男性の IASTは 5.84±1.21mm，女性は 5.5
1±1.26mmで有意差を認められなかったが，IAST/BSAは

男性が 3.49±0.80mm/m2，女性が 3.89±0.91mm/m2で有意差

が認められた．年齢と IASTの相関係数は 0.159，年齢と
IAST/BSAの相関係数は 0.370で，加齢に伴って厚くなる傾
向が認められたが有意な相関は認められなかった．そこで，

IAST/BSAを年代別に比べると，50代以下と 80代，50代
以下と 90代，60代と 80代，60代と 90代に有意差を認め，
加齢の影響が疑われた．左房容積との関係では，左房容積

係数と IASTには相関は認められなかった．肥満との関係
では，BMI値と IASTに相関は認められなかった．土佐市
の高齢人口率は 36%と高く，対象者の 65歳以上は 100名と
殆どを占めていたために，偏った結果となったことが推察

されたが，IASTには男女差を認め，加齢により肥厚する可
能性が示された．【結語】IASTは性差と加齢との関連が示
唆された．
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